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三
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二
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（
火

）

十

一
時

半

よ

り

入
館

可

、

正
午

～

午

後

二
時

半

参

議

院

議

員
会

館

一
階

一
〇

二
会

議

室

講

題

こ

れ

ぞ

、

究

極

の

長

寿

法

！

講

師

帯

津

良

一
先

生

（
医

博

・
癌

治

療

の
権

威

、

東

大

病

院

第

三
外

科

、

都

立

駒

込

病

院

外

科

医

長

）

◎

昨

年

か

ら

今

年

に

か

け

て
、

世

界

は

、

北

朝

鮮

の
核

実

験

・
I

C

B

M

（
大

陸

間

弾

道

ミ

サ

イ

ル

）

発

射

を

は

じ

め

挑

発

的

言

動

に
振

り

回

さ

れ

て
お

り

、

し

た

が

っ
て
、

北

朝

鮮

の
分

析

、

そ

れ

に
対

す

る

ア

メ

リ

カ

、

韓

国

、

中

国

の
出

方

、

日
本

の
対

応

に

つ

い

て
、

御

講

話

い

た
だ

く

こ
と

が

多

く

な

り

ま

し

た

が

、

今

回

は

、

視

点

を

変

え

て
、

健

康

長

寿

問

題

を

取

り

上

げ

ま

し

た

。

医

療

福

祉

に

つ
い

て
は

、

古

く

か

ら

当

財

団

内

部

に

「
医

療

福

祉

部

会

」

が

あ

り

、

多

田
宏

元

厚

生

省

事

務

次

官

が

当

団

体

の
部

会

長

と

し

て
、

大

き

な

成

果

を

挙

げ

て

お

ら

れ

ま

す

。

近

年

、

当

財

団

内

部

で

「
医

療

福

祉

部

会

」

の
再

開

を

求

め

る
声

も

高

ま

っ
て

お

り

ま

す

。

日

本

も

世

界

未

曾

有

の
高

齢

社

会

と

な

り

、

高

齢

者

が

い

つ
ま

で
も

健

康

で
長

生

き

し

活

動

で
き

る

こ
と

が

、

日
本

社

会

活

性

化

の

た

め

に

も

必

要

で
す

。

そ

こ

で
、

今

回

は

、

い
ま

、

癌

ば

か

り

で
は

な

く

、

あ

ら

ゆ

る
角

度

か

ら

、

「
健

康

長

寿

の
あ

り

方

」

を

説

い

て

お

ら

れ

る
帯

津

良

一
先

生

に

、

そ

の
秘

訣

を

う

か

が

い
ま

す

。

こ

れ

は

、

個

人

に

と

っ
て
も

日
本

社

会

に
と

っ
て
重

要

課

題

、

奮

っ
て

の
御

参

加

お

待

ち

申

し

上

げ

ま

す

。

口

当

日
会

費

（
昼

食

付

き

）

会

員

は

四

千

円

、

非

会

員

五

千

円

。

（
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）
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（
金

）

ま

で
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出

欠
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御

連

絡

賜

り

た

く
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◎

御

報

告

当

財

団

は

、

以

前

か

ら

朝

鮮

半

島

問

題

を

取

り

上

げ

て

き

ま

し

た

が

、

そ

れ

は

、

北

朝

鮮

が

し

ば

し

ば

核

実

験

を

行

い

、

ま

た

ミ

サ

イ

ル
発

射

を

繰

り

返

す

の

で
、

と

か

く

核

や

ミ

サ

イ

ル

の
技

術

専

門

家

は

じ

め

軍

事

専

門

家

に

お

越

し

い
た

だ

き

ま

し

た

。

し

か

し

、

昨

年

か

ら

、

米

朝

首

脳

間

の
駆

け

引

き

、

そ

れ

に
対

す

る

左

翼

政

権

・

文

在

寅

韓

国

大

統

領

の
か

ら

み

が

浮

上

し

て
き

て

お

り

ま

す

の

で
、

特

に
韓

国

の
国

内

情

況

を

知

り

た

い
、

そ
れ

に
は

、

駐

韓

国

日
本

大

使

を

務

め

ら

れ

、

現

在

、

外

交

・
経

済

評

論

家

と

し

て

活

動

さ

れ

て

い

る
武

藤

正

敏

先

生

に
御

講

話

い

た

だ

き

た

い

と

考

え

、

去

る

二

月

二

十

六

日
、

『
韓

国

の
北

朝

鮮

へ
の
対

応

、

対

日

・
米

・
中

国

関

係

！

』

と

題

し

て
、

御

講

話

い
た

だ

き

ま

し

た

。

そ

の
内

容

は

、

金

正

恩

の

「
新

年

の
辞

」

の
内

容

紹

介

を

は

じ

め

、

文

在

寅

韓

国

大

統

領

へ
の
訪

朝

招

待

な

ど

最

近

の
融

和

攻

勢

を

挙

げ

、

こ
れ

に
対

す

る

ア
メ

リ

カ

の

ト

ラ

ン
プ

大

統

領

と

ペ

ン

ス
副

大

統

領

の
言

動

、

北

朝

鮮

へ
の

経

済

制

裁

強

化

、

こ
れ

に
対

す

る

中

国

や

ロ
シ

ア

の
対

応

状

況

を

分

析

さ

れ

、

北

朝

鮮

を

変

え

る

こ
と

が

で

き

る

か

、

核

問

題

解

決

へ
の
道

筋

を

論

じ

、

そ

し

て

、

日
本

は

ど

う

対

応

す

べ
き

か

を

挙

げ

、

ま

た

最

悪

の
場

合

、

北

朝

鮮

の
崩

壊

に
備

え

る

必

要

ま

で
を

論

じ

ら

れ

ま

し

た

。

武

藤

先

生

は

、

お

若

い
時

か

ら

朝

鮮

半

島

通

で
、

駐

韓

公

使

、

そ

し

て
駐

韓

大

使

と

長

い
御

経

験

が

お

あ

り

で
す

の

で
、

大

層

勉

強

に
な

り

、

質

疑

応

答

も

盛

ん

で
、

感

謝

の
拍

手

で
閉

会

い

た

し

ま

し

た

。
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▽

当

「
公

益

財

団
法

人

協

和

協

会

」

と

は

昭

和

四

十

九

年

、

岸

信

介

元

総

理

に

よ

っ
て
創

立

さ

れ

た

財

団

。

活

動

趣

旨

は

、

「
政

党

・
派

閥

・
利

害

・
打

算

の
次

元

を

超

え

て
、

真

に

国

家

的

課

題

を

調

査

研

究

し

、

特

に
重

要

課

題

は

、

政

府

宛

要

請

書

を

作

っ
て

、

時

の
政

府

へ
提

出

す

る

」

こ

と

に
あ

る
、

昭

和

五

十

四
年

か

ら

本

格

活

動

に
入

り

、

月

例

講

話

会

の
ほ

か

に
、

八

つ

の
部

会

と

、

五

～

六

の
委

員

会

が

あ

り

、

こ
れ

ま

で

に

百

三

十

七

本

の
要

請

書

を

時

の
政

府

へ
提

出

し

て

い

る

。

第

二
代

会

長

は

福

田

超

夫

元

総

理

、

第

三

代

会

長

は

桜

内

義

雄

元

衆

議

院

議

長

、

第

四
代

会

長

は

塩

川

正

十

郎

元

財

務

大

臣

、

第

五

代

会

長

代

行

と

し

て
、

江

口

一
雄

元

衆

議

院

議

員

、

現

在

、

第

六

代

は

代

表

理

事

兼

会

長

代

行

と

し

て
、

岸

信

夫

衆

議

院

議

員

・
前

外

務

副

大

臣

・
現

議

院

運

営

委

員

会

理

事

が

就

任

し

て

い

る

。
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淳
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務

重

田

、

高

津


